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1. はじめに 

高速道路の鋼橋設計工事では構造の合理化が積極的に図られている．しかし，今後更なるコスト

縮減が求められ，鋼橋の分野においても一層の技術革新を図る必要がある，すでに構造合理化された

シンプルな形式である鋼連続合成２主桁橋において，更なる合理化を実現する方法のひとつとして，

海外基準に見る限界状態設計法（部分係数設計法（LRFD））が採用され 1)，国内で初めて実橋レベ

ルの金谷郷高架橋 2) が作られた．本橋では，コンパクト断面を用いた合成桁の耐荷力に関する検討

を行う． 

2. 検討対象 

金谷郷高架橋を本橋と

しての対象とする．総橋長

は 185.3ｍであり，鋼 5 径

間 連 続 合 成 ２ 主 桁 橋

（34.6+3*38.3+34.6）に分

けられている（図 1）． 

鋼桁は２種類に分けら

れ，支間中央と支間上であ

り，鋼材はＳＭ490ＹとＳＭ

570 を使用している．断面や

寸法は図２に示す． 

3. 解析概要と結果 

3.1. モデル 

ＦＩＮＡＬソフト

を使い，コンクリート

をソリッド要素，鉄骨

をシェル要素，鉄筋を

ビーム要素で第１径間

と第２径間をモデル化

し，モデルを組んだ

（図３）． 

図４はモデルの

寸法を示す． 
 
 
 
 
 

 

              図１．側面図 2) 

図２．断面と寸法図 2) 

図 3．モデル図 

図 4．モデル寸法図 
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3.2. 解析方法 

正曲げ区間の中央に集中荷重を

載荷し，250 ステップで 5700ｋＮま

で載荷した．並用ソフトであるＦＩ

ＮＡＬで点１から点７の位置の変位

やひずみの値を検討する． 

 

3.3. 解析結果 

解析結果のうち，点 3 の荷重－変位または点 3，点 4 の荷重‐ひずみを図 6～8 に示す． 

    図 6．点３の荷重－変位図     図 7．点 3 の荷重－ひずみ図   図 8．点４の荷重－ひずみ図 

4. コンパクト断面設計との比較 

上記の解析結果より，第 1 径間の降伏荷重を求めると 3310ｋN であり，降伏モーメント Ｍｙ＝

14100ｋＮｍとなる（ここで，モーメントの値は上下フランジのひずみより平面保持を仮定して算出

した）．またコンパクト断面の設計で用いる全塑性状態は 5680ｋN で，全塑性モーメント Ｍｐ＝

21518ｋＮｍとなる． 

コンパクト断面の設計では、降伏モーメントの 1.3 倍ま

たは全塑性モーメントのうち小さい方を終局状態とするこ

とが規定されている．また文献 2）では 1.3My＝20301ｋ

Nm，Mp＝24881ｋNmとなっている． 

よって，本解析では 1.3Ｍｙ＝1.3*14100＝18330ｋNｍ ，

Ｍｐ＝21518ｋＮｍとなるため，設計による１.3My と Mp よりもそれぞれ小さな値となった。原因

としてはＦＥＭでは応力集中の影響で降伏点が低くなったことが考えられる． 

5. まとめ 

本研究では，コンパクト断面を用いた合成桁の非線形解析を行い，設計計算との比較を行った．

比較の結果，ＦＥＭの結果の方が降伏点，全塑性モーメントともに小さな値となった． 
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 ＦＥＭ 

（ｋＮｍ） 

設計 

（ｋＮｍ） 

1.3Ｍｙ 18330 20301 

Ｍｐ 21518 24881 

図 5．載荷条件図 

表１．設計とＦＥＭの比較 
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